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もとに明らかにし，センサの性能の改善方法や改善の限界などに理論的な指針を与えている o 主な成果は以下の 4 点
に集約される。
(1) GMA 溶接における電極ワイヤの動的溶融速度の数学モデルを提案し，それが極めて良い精度を有することを実





析し，センサの感度改善方法や SN 比の向上方法などへの指針を与えている o
(3) アークセンサのモデルを線形化し，それに基づき，アークセンサシステムのブロック線図を明らかにし，制御理
論の立場から，アークセンサの動特性を検討し，センサシステムの構造とその動特性の理解を深めている o
(4) 短絡 GMA 溶接におけるアークセンサの動特性を計測している。同時にこの場合のセンサの数学的モデルを提案
し，それが定性的にセンサの特徴的現象を記述できることを示しているo
以上のように，本論文は GMA 溶接におけるアークセンサの数学的モデルと動特性，および，それに及ぼす溶接シ
ステムの影響などを明らかにしており，アークセンサの感度と信頼性の改善について数多くの知見を得ており，溶接・
接合工学に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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